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まえがき

近増大学原子力研究所における昭和49年 1月より昭

和150年3月までの放射線管理の結果を報告する。本学

設置の原子炉iUTR-Bは昭和36年11月より最高熱出

力 0.1ワットで運転が行なわれてきたが，今回核計装

設備の更新とともに最高熱出力 1ワットに変更され，

昭和49年8月には使用前検査もすみ定常運転が行われ

てきた。原子炉遮蔽体側壁の構造は変らず上蓋遮蔽の

一部に実験孔を設けたが，ー 1ワット運転中の炉窒内に

おける原子炉本体からの制洩放射線量半分布について

は別に報告した1)0 昭和50年3月現在，放射線作業従

不汗は原千力研究所および原子炉て学科の職員13名，

f人)
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第 1図 放射線作業従事者数の変動

*理工学部原子炉工学科

随時立入者として農学部，理工学部の職員12名，学外

利用者4名，学生62名，更にX線作業者として8名が

登録し，計99名が放射線管理の対象となった。原子力

研究所創設以来の放射線作業者数の変動を第1図に示

した。昭和44年11月に R.1.トレーサー・加速器棟が

完成し利用頻度も多くなったため，従来，一時立入者

として扱っていた学生も放射線作業随時立入者として

管理を始めた昭和45年4月より，放射線作業者数が年

々増加している乙とが分る。また近畿大学本部構内に

設問されているX線発生装置を第1表に示したが，こ

れに係る X申込作業者の増加に伴ない職員についても昭

和49年度に若干の伸びを示した。

1 .個人管理

Personnel Monitoring 

1. 健康診断の実施

放射作業従事者に対する健康診断の内，血液検査に

ついては従来通り年2回，医務室において採血し，外

部の臨床検査機関に検査を依頼した。検査項目は末し

よう血液中の白血球数，赤血球数，血色素量および末

しよう血液像(白血球百分率)の4項目について実施

した。検査結果を第2表~第5表に示した。第2表に

おいて白血球数が 3，，-，4000jmm3の範囲の者が随時立

入者に少数みとめられたが，いずれも末しよう血液像

には異常がなく個人の生理的変動の範囲にあるものと

思われる。白血球数について十数年間におけるその累

積頻度を第2図に示した。これによると4"-'9000jmm3

の範囲に全体の約92必が入っている。その他の検査項
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第 1表 近畿大学構内設置のX線発生装置

装
国，
11'1. 

工業用 X 線袋内

X 線回 折 装 itit

X 線発 生 装 in

自記 X線回折装 in

X 線回折装 i~(

自記 X線回折装 ljt{

工業用 X 線装置

X 線照 射 装 ii'1

11 

11 

設置場 所

理工学部，機械工学科

11 金属工学科

11 数学物理学科

11 機械工学科

11 原子炉工学科

11 共同利用

11 機械工学科

農学部

11 

11 

備 考

島 ilt製 ウェ jレテスー125D

ADG 201C 

理学電機製

11 

11 4001 

日本電子製， JXA-50A 

島沖製 ウェノレテス-200D

SOFTEX 

11 EMB型

11 一CMR型

第 2表 白血球数

第 3表 亦血球数

随時立入者

検査年月 昭和49年5月|昭和4叩 1月 昭和49年 5月|昭和49年11月

赤
500以上 7人 9人 52人 27人

血 450 '"日O 11 9 27 22 

球 400 "-' 450 1 1 1 。
数 350 "-' 400 。 。 。 。

万jmm3 350以下 。 。 。 。
19 19 80 49 

-t-FFJL戸;出:ι」5LL

|19 I 19 I 80 I 
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第 2図 白血球数の累積頻度(昭和36年-...-49年)

自についてもいずれも異常は認められなかった。水晶

休の混濁，皮膚および爪の異常など放射線被ばくによ

るものと思われる異常は皆無であった。

2. 個人被ぱ〈線量の管理

個人被ばく線量の測定はフィノレムバッジおよびポケ

ット線量計あるいはポケットチェンパーを用いて行な

った。放射線作業従事者の内，常時立入者については

広範聞フィノレムバッジを使用し 1ヶ月毎に，随時立入

者についてはγ線用あるいは中性子線用のフィルムバ

ッジを着用し， 3ヶ月毎に現像を行なった。

放射線作業従事者の個人被ばく集積線量を第6表に

介

手

紙

一

と

叫

第 7表 研究所開設以来現配までの 3月間の個人被ばく集目線量(職札のみ)

(昭如36年~昭和50年 3月)

m仰|則子戸5，，-，49 I 50~99 [100'" 1ω1200r-..<299 i 30ト 399-[却ト4ωI500以上

延人数! 日 [ 32 I 14 I 6 I 3 ¥ 2 I
1 

1 I 0 

※“10mrem以下"は 5mremとして集抗した。
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び越中性子総量の有意な被ぼくは全く認められなかっ

たム、またパンドフッドクロスモニタ，広範囲用GMサ

ーベィメータによる作業者の手，足，衣服の汚染測定

において警報レベ‘ルに達したものはなく，内部被ばく

についても特に問題となづた事例はなかった。

II. 研究室管理

Loboratory MOllitorIllg 

空間線量率，水およびダストモニタリング

RIトレーサー・加Jili器棟，原子炉施設の管理区域

における空間総量率を電l~lt箱式線量率計 (Aloka 製)

により 1週間に 1回測定した。特に作業室内でやや高

い線量率(人の常時立入る場所に係る許容週総量 100

mremをこえる場合)が認められた場合，担当者に連

絡して遮蔽あるいは貯ぞう庫内への線源、の移動などの

措置を行なった。また 1ヶ月間の放射線量を測定する

示した。乙れによると最大亦容被ばく線量に達したも

のは皆無で，との期間における 3月間の最高被ばく線

量は 85mremで昭和49年4月から昭和50年3月まで

の1年間の最高被ばく線量は 145mremであった。法

定の日午容量をはるかに下廻っている。第7表に研究所

開設以来昭和田年3月までの3IJ Imfu:の個人被ばく線

量を職員についてのみの延人数で示した。現在まで最

高被ばく集積線量は 420mremであった。このほか原

子炉工学科3年次の原子力工学法槌実験および4年次

の原子炉実験において，原子炉施設および RIトレー

サー・加速器棟における実験が行なわれるが，これら

の学生は一時立入者として取扱われ，ポケットチェン

パーによる測定を行なっている。 1年間の集積被ばく

総量が 20mremをこえるケースはなかった。放射線

作業の内容により中性子線源および加速器の利用ある

いは管理の比較的多い作業者について広範聞用および

中性子線用フィルムバッジの着用を試みたが，熱およ

|吋¥49
12 I 31 4 1 51 6 1 7 1 8 1 9 i川川吋fol21

¥ 

単位:mrem 

3 

- 44ー

第 8表

排水ポンプ主

棟外

原子炉室入口堅

界境或

)

区
所

H

リ
一
視
以

一
監
(

一川

所個定

R
I
実
験
・
一
セ

R 1 

訓
川
肌

-
1
、;
 

石
川

μ

R
I
ト

レ

ー

サ

ー

・

加

速

器

棟



イ Vo1.12. (1975) 

一

排 気 口ダス ト α * 

(10-12μCi/ml) 

排気口ダスト βγ*

(10-U/tCi/ml) 

排 気 口 カ。 ス βγ* 

(10ーらCi/ml)

7k βγ申*

(10ーらCi/ml)

水 (採水法) βγ** 

(10ーらCi/ml)

ために原子炉施設内 4ケ所， RIトレーサー・加速器棟 び休止時における排気口におけるダスト α，βγ およ

内7ケ所， RI棟廃棄物貯蔵庫附近2ケ所，排水施設 ぴガス βγ の放射能濃度は統計的変動の範囲内で一致

附近2ケ所および研究所敷地内の周辺監視区域境界の しており， 1ワット原子炉運転による排気口ダストの

4ケ所，計19ケ所にフィルムバッジを設置した。フィ 放射能濃度の増加は連続P紙式ダストモニタの検出

ノレムバッジによる 1ヶ月間の集積線量の測定結果を第 限界以下と思われる。空間 γ線線量率については原子

8表に示した。乙れによると法定の許容線量をこえる 炉室の入口附近の壁においては運転休止時の約2倍と

場所はなかった。昭和49年8月における原子炉遮蔽タ なづている。原子炉 1ワット運転時における原子炉室

ンク側壁上部および中性子線源照射室附近における γ 内γ線空間線量率ならびに中性子線東密度を第11表に

線量が高いのは 1ワット，パワーアップおよび原子炉 示した。原子炉遮蔽タンク上の中央部にある中性子源

核計装更新による使用前性能検査および定期検査に伴 挿入孔附近において最高値を示しそれぞれ2ωnR/hr，

なうもので，中性子源照射実験による線量ではない。 152/cm2 • sec. (速中性子線東)70/cm2• sec (熱中性

第9表に連続自動綜合モニタによる原子炉建屋内の管 子線束〉であった。乙れらの結果から原子炉運転時の

理記録を示した。この結果によると原子炉遮蔽タンク 原子炉遮蔽タンク上においては一部立入り制限を行な

上，下における 7"-'9月の γ線線量率が他期聞に比べ っている。

て高い値を示しているのは，原子炉24時間連続運転 本原子炉は軽水を減速材として使用しており，その

(1 Watt)によるものである。 1ワット原子炉運転時 軽水は3ヶ月毎に入替えられている。減速材を各 11

と運転休止時の原子炉施設内の連続自動綜合モニタに ずつ南，北両タンクより採水し，その放射能濃度を蒸

よる管理記録を第10表に示した。 1ワット運転時およ 発乾固法により測定した結果を第12表に示した。これ
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第 10表 連続自動綜合モニタによる原子炉運転時と運転休止時の記録

(昭和49年8月20日)

放射能濃度

(/ICi/ml) 
担リ 定 場 所 測定値

原

子

炉

運

転

時

川

原子炉室壁

炉室 γエリア| 遮蔽タンク上

I! 下

排気口ダスト βγ*

'1 α本

排 気口ガス βγ

排水施設 βγ**

|原子炉室壁

炉室 γエリア! 遮蔽タンク上

H 下

排気口ダスト βγ*

I! 本f α  

排気口ガス βγ

排水施設 βγ**

0.040 mR/hr 

1.0 mR/hr 

0.6 mR/hr 

1. 27 X 10-10 

3.12 X 10-12 

8.50 X 10-6 

2.29 X 10-6 

1. 27 X 10-10 

3.12 X 10-12 

8. 50 X 10-6 

2.29 X 10-6 

原
子
炉
運
転
休
止
時

7 cps 

0.2 cps 

5 cps 

1. 8 cps 

0.023 mR/hr 

O.但omR/hr 

0.026 mR/hr 

7 cps 

0.2 cps 

5 cps 

1.8 cps 

(測定値は自然、パックグラウンドの値を含む)

自然パックグラウンド測定値

γエリア 0.02 mR/hr 

排気口ダスト βげ(ダスト吸引時) く:2.7x 10-9 pCi/ml 

排気ロダスト α* ( '/ く4.7X 10-11μCi/ml 

排気口ガス βγ く1.2 X 10-5 pCi/ml 

排水施設 βT料 く3.8x1Q-6pCi/ml 

車 天然のラドンおよびトロンの崩壊産物を含む。ダスト吸引時の値

柿廃液貯留槽 A-4槽

によると昭和37年から昭和39年度において高い値がみ

られたのは昭和37年7月，燃料被覆材(アノレミニウ

ム〉に発生した軽微の腐食の進行を防ぐためりん酸を

加えたが2)，乙のりんの放射化によるものと思われ

る。最近10年間の結果はほとんどパックグラウンドレ

ベノレで変動している。

2. 表面汚染測定

m.野外管理

Field Monitoring 

γ線空間線量率および研究所周辺で採取した環境試

料として陸水および植物などの全β放射能について測

定を行なった。近畿大学原子力研究所，原子炉施設保

安規定が昭和49年10月に改訂され，サンプリング地点

は線量率測定についてはTLDにより 10点，陸水およ

び植物採取地点は排水系路の暗渠化に伴ない， 2点に

しぼられた(第3図)。陸水，植物についてはカリウ

ム量を炎光光度計により定量し，試料中の40Kによる

放射能の補正を行なった。その結果を第14表~第16表

に示したが著明な変化は見られなかった。野外空間線

量率については新保安規定により TLDによる測定と

なるため昭和49年5月より予備調査を行ない50年3月

までの周辺監視区域の境界の数点につき行なった結果

- 46ー

第13表にスミヤ一法による RIトレーサー・加速器

椋における表面汚染密度の測定結果を示した。乙の結

果，洗襟流し台の上部， ドラフト内部に汚染が確認さ

れたがいずれも許容表面汚染密度以下であった。また

原子炉施設内における表面汚染密度測定についても同

様に行なったがほとんどパックグラウンドレベ、ルであ

った。



第 11表 原子炉運転時における原子炉室 γ線空間線量率ならびに中性子線束密度

昭和49年8月20日

γ 線量率 (mRjhr~I一昨子災対応一一2. SIとチ)
線 量率 計 |中性子サーベイメータ (TENSM401型)l' 備

(アロカ製 1---~-~ 4J 'rl -=f ~ 4J tl: -=f ICら1~1~) I 速 中 性 子|熱中性子)

150 70 測定点 1........9: 

4∞"""'5∞ 50 遮蔽タンク上面 10cmの高さ

Vo1. 12. (1975) 

測定点

実験ムグ抜 l

20 

20 

考

2 7.0 く10(5) 

3 6.5 10 

4 6.5 く10(5) 

5 6.8 く10(5) 

6 2.1 く10(1) 

7 1.9 11 

8 1.8 11 

9 2.1 11 11 

I B・G:管理室前10 0.55 く 1 く 1

11 1.6 く10(2) く10(2) 

12 0.25 く 1 く 1

13 0.48 11 11 

14 0.26 11 11 

15 0.05 11 11 

B.G. 0.02 く 1 く 1

岳、，f
・4
1
〉

ー、，e

-a
，，
.aE
・

第 12表

度
一
報

一

8

9

1

2

3

4

5

6

7

8

一

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

年
一
附

原子炉 1Watt運転時

遮蔽タンク上蓋 mBl)

原子炉減速水放射能濃度

( S . 37'" S . 49年度)

(x10ーらCijml)

放射能濃度範囲 |平均濃度

O. 49 '" 29. 0 7. 00 

0.60 '" 31. 2 7.28 

0.19 '" 36. 5 4. 65 

O. 17 '" 16.8 4. 22 

O. 33 '" 6. 35 2. 33 

O. 17 ........ 15. 4 3. 52 

O. 67 '" 6. 68 3. 12 

O. 94 ........ 7. 85 2. 92 

1. 50 ........ 6. 58 3. 59 

2.82........ 10.3 4.72 

1. 88 ........ 11.3 6.飴

O. 47 '" 9. 87 4. 70 

O. 94 ......， 8. 11 3. 84 
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小阪 近鉄奈良線

回
府立布施工業高校

第 3図 環境放射能の測定および試料の採取場所(保安規定第55条)

を示した。乙れによると平均線量率は約9.4μR/hrで

約 10%の相対標準備差の範囲内で変動している。

IV.む す び

当研究所における昭和49年度の放射線管理に関し結

果の概要を報告した。乙の期間中事故その他特に問題

となる事項は認められなかった。
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大学原子力研究所年報， 2， 21 (1963) 
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第 13表 スミヤ一法による RIトレーサー棟表面汚染密度

(S. 49. 1.....， S.回.3)

誤リ 所定 個

低レベル実験室

(L-1) 

ドラフト入口

流し台上部

床

(L-2) 

ドラフト入口

流し台上部

床

高レベノレ実験室

(H-1) 

ドラフト入口

流し台上部

床

(H-2) 

ドラフト入口

流し台上部

床

流し台上部

床
実 験 室

表面汚染密範囲| 平均 値
(X10-8ρCi/cm2) I (μCi/cm2) 

2.65 .....， 33.1 

5.88 '"'-J 87.0 

2.10 "-' 67.0 

n
u
n
v
ワ
山
一
l
'
1
A

押

t

m
お

鎚

一

四

位

mw

~
~
~
一
~
~
~

mm
幻
郡
一

u
m
ι

一
・

l

I

R

d

tム
円

必

噌

A

一

円

。

唱

i

唱

i

13.4 X 10-8 

36.1 X 11 

20.7 X 11 

34.1 X 11 

20.7 X 11 

12.1 X 11 

H

H
・

H
・

×

×

×

 

内

L
n
U
4
i

o
c
n
M
d
唱

i

q
u
t
A
A吐

!2目 ~6m l 1 M× 104 
2.68 '"'-J 142 50.8 X 10-8 

9.25"-'288 

26. 5， "'，68. 8 . .1 46. 4 X 11 

測 定 室 J サィ云云ープ Jv 函 ~Mo l-一五:じん
110 j石 器室 110 速器附戸 1万工}示一I 28.4 x附

測定場所

第 14-1表野外空間線量率 (S.49.1月----S.50.3月〉

戸
・
々
/
一

時
M

ニ
nu

問
問
モ

N
一

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

一
む
る
グ

1

一
明
よ
ン
一

可
々
に
リ
一

原子炉より北西 40m

H 北京 40m

H 南 西 70m

H 南東 60m

長瀬東岡地(~炉よりは~300 m) 

上小阪住宅(炉より東 300m)

小阪ポンプ場(炉より北東15oom)

上小阪小学校(炉より北西 500m)

近大会館(炉より北東 700m)

近鉄長瀬駅(炉より西 900m)

原 子炉より北西 60m，5F 

原 子炉施設東側壁

布施工高(炉より北東700m)

原子炉より南 50m

測定は GMサーベイメータによる

較正係数 K二1.7 X 10-4 mR/hr /cpm 

- 49ー

空間線量率範閤
(cpm) 

92 '"'-J 119 

87 '"'-J 128 

87 "-' 123 

87 "-' 128 

87 "-' 124 

89 "-' 124 

95 "-' 99 

88 '"'-J 109 

91 "-' 96 

92 "-' 115 

91 '" 120 

88 "-' 136 

80 "-' 128 

85 '" 118 

平均値
(cpm) 

106.5 

102.0 

105.6 

105.6 

104.4 

100.3 

97.0 

98. 6 

94.0 

99.6 

107.8 

102.8 

102.6 

101. 4 
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(昭和49年 5月"-'50年 3月)

四|
(μRjhr) I 

均値
(/tRjhr) 

平範

9.4土 0.9

9. 7土 0.8

9.4土1.1

8.9土1.0

9.4土1.0

8.2 "-' 10.6 

8.6 "-' 10.8 

7.9 "-' 10.6 

8.5，，-， 10.9 

8. 2 "-' 11. 2 

第 14-2表

所

11 

11 

場-

40m 

40m 

70m 

60m 

60m， 

定

原子炉より北西

11 北東

11 南西

南東

北西

J
U
T
e
 

-川似

5F 

陸水の放射能(S. 49. 1 "-' S. 50. 3) 

l放射能
(x 1O-9/tCijml) 

第 15表

0"-' 18.1 

0"-' 6.3 

0"-' 17.0 

0"" 8.9 

カリウム量
(mgjl) 

7.8"" 16. 0 

7.5......， 15. 5 

8.3......， 16. 5 

2.3....... 5.5 

減量
(mgjl) 

199 ......，359 

276 "-'368 

250......，369 

95'" 126 

残
地

楠根)1/

高田牛乳処理場前

原研前

菱屋西浄水場上水

7k 採

| 種 類 |生体水分(乾物当灰分
1(勉)(俗〉

|いぬのお
からしな i '"71') A_  or， r') 1 ツ!73.4へ.-83.3I くすのき I ，u..，.. -uu. U I 

せいたかあわだち草;

からしな i '7"7 1 _ 0，，" ..， i 
ツ ザI77.1"-'86.7 I 10.0......，15.1 せいたかあわだち千 ".~.-uv. ， I 

(S. 49. 1 "-' S. 50. 3) 

灰分当
カリウム

(手話)

植物の放射能第 16表

地

楠 根 JII

菱屋西浄水場

高田牛乳処理場

取採

0"-'21. 9 

0"-'22.5 

17.0"-'33.5 

---36.8 20 

8. 5---14. 5 

- 50-

前研原


